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「地もん給食」は全国レベル！�
�

「襷」と「思い」をつないで半世紀�
～上県町５冠達成！～�
�

2

　地元の食材を使っておいしさや栄養価などを競

う「第５回全国学校給食甲子園決勝大会」が12月11・

12日東京で開催され、峰学校給食共同調理場が全国

1,817通もの応募の中から激戦の予選会を見事勝ち

抜き2年連続出場を果たしました。入選した献立は

実際に11月19日に峰町管内の4佼に提供したもの

です（やまねこの里赤米ご飯、対馬ごま味噌焼き、紅

白かぶの甘酢和え、ろくべえ、豆酘みかん、牛乳）。

下村　芳典
佐々木　隆行
木下　秀一
前濱　博次
糸瀬　有沙
松島　奈央
佐伯　麻美
小宮　あかり
早田　菜々子
武本　龍太郎
塩浦　孝昌
高原　尚輝
寺田　長寿
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39分09秒
08分53秒
06分58秒
10分07秒
09分26秒
08分29秒
20分30秒
34分24秒
30分38秒
41分00秒

１区 比田勝～佐須奈
２区 佐須奈～佐護
３区 佐護～樫滝
４区 樫滝～三根
５区 三根～白嶽
６区 白嶽～吉田
７区 吉田～田
８区 田～長田
９区 長田～仁位
10区 仁位～浦底
11区 浦底～玉調
12区 玉調～ 知
13区 知～厳原
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区　　　間� 所　属� 氏　　名� 記　録�

区間賞�

【総　合】　優勝：上県町　　�
【町体協】　優勝：上県町　２位：豊玉町　３位：美津島町�
【女　子】　優勝：上県町　２位：豊玉町　３位：厳原町�
【団　体】　優勝：陸自Ａ　２位：陸自Ｂ　３位：対馬高校�
【躍進賞】　男子：上県町　女子：上県町　（前年度記録を最も短縮したチーム）�

　12月19日、対馬の「冬の風物詩」対馬縦断駅伝大会が開催されました。今回は節目の第50回

記念大会。己のすべてを出し切って必死に襷をつなぐ姿は、今年も多くの市民の皆さんに感動

と勇気を与えてくれました。　

結果は次のとおり（敬称略）



自主自主�
  財源財源�
自主�
  財源�依�

存�

財�

源�歳入

歳 

入

平成21年度　

歳 

入

一般会計

歳入合計　328億8,625万円

歳出合計　318億7,698万円

対
馬
市
　
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
　�

　
平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
は
３
２
８
億
８
、
６
２
５
万
円
、
歳
出
は
３
１
８
億

７
、
６
９
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
・
歳
出
差
し
引
き
は
10
億
９
２
７
万
円
で
平

成
22
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
と
な
る
5
億
１
、
７
９
８
万
円
を
除
い
た
4
億

９
、
１
２
９
万
円
が
実
質
の
黒
字
額
と
な
り
ま
す
。
�

　
歳
入
、
歳
出
額
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
23
億
７
２
３
０
万
円
（
7
・

8
%
）
、
23
億
１
６
４
万
円
（
7
・
8
%
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
一
般
会
計
の
歳
入
（
グ
ラ
フ
①
）

は
、
市
税
や
使
用
料
な
ど
の
よ
う

に
市
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
財
源
（
自
主
財
源
）
と
、

地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出
金
な

ど
国
や
県
の
意
思
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
額
を
交
付
さ
れ
る
財
源
（
依

存
財
源
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
自

主
財
源
が
多
い
ほ
ど
市
の
自
主
性

と
安
定
性
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

　
対
馬
市
の
自
主
財
源
は
47
億
６
、

１
９
１
万
円
（
14
・
5
%
）
で
、

な
か
で
も
収
入
の
柱
で
あ
る
べ
き

市
税
は
28
億
３
、
３
４
６
万
円
（
８

・
６
%
）
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

市
民
一
人
あ
た
り
で
み
る
と
8
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
で
は
、
地
方
交
付
税

が
１
６
２
億
３
、
８
８
３
万
円

（
49
・
4
%
）
で
最
も
大
き
な
も

の
で
す
。
次
い
で
市
債
（
借
金
）

41
億
１
、
７
７
０
万
円
（
12
・
5
%
）
、

国
庫
支
出
金
47
億
8
、
7
9
5
万

円
（
14
・
6
%
）
、
県
支
出
金
22

億
４
、
６
４
２
万
円
（
6
・
8
%
）

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（内訳）�
繰越金�
使用料�
分担金負担金�
諸収入�
手数料�
財産収入�
寄付金�
�
�

�
7億5,861万円�
2億2,014万円�

2億5万円�
3億148万円�
1億915万円�
1億205万円�
1,074万円�

�

�
2億7,031万円�
3億3,143万円�

4,479万円�
8,691万円�

（内訳）�
地方譲与税�
地方消費税交付金�
地方特例交付金�
その他�

市税�
28億3,346万円�
（8.6%）�

繰入金�
2億2,623万円�
（0.7%）�

その他　17億222万円�
（5.2%）�

その他　7億3,344万円�
（2.2%）�

地方交付税　162億3,883万円�
（49.4%）�

市債�
41億1,770万円�
（12.5%）�

国庫支出金�
47億8,795万円�
（14.6%）�

県支出金�
22億4,642万円�
（6.8%）�

グラフ①
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昨
年
12
月
の
市
議
会
定
例
会
で
平
成
21
年
度
の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

が
納
め
た
税
金
や
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
、
ど
の
く
ら
い
入
っ
て
、
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
の
か
一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�



義�

務�

的�

経�
費�

その他その他�
  の経費の経費�
その他�
  の経費�

投資的投資的�
  経費経費�
投資的�
  経費�

歳出

歳 

出 

（
目
的
別
）

（
目
的
別
）

歳 

出 

（
目
的
別
）

歳 

出 

（
性
質
別
）

（
性
質
別
）

歳 

出 

（
性
質
別
）

　
次
に
使
わ
れ
た
お
金
を
性
質
別

（
グ
ラ
フ
③
）
に
分
類
し
て
見
て

み
ま
す
。
歳
出
の
中
に
は
、
法
律

な
ど
で
決
ま
っ
て
い
て
、
市
の
判

断
で
自
由
に
増
や
し
た
り
減
ら
し

た
り
で
き
な
い
お
金
（
義
務
的
経

費
）
が
あ
り
ま
す
。
生
活
保
護
費

な
ど
の
福
祉
関
係
経
費
や
、
職
員

の
給
料
、
借
金
返
済
の
た
め
の
公

債
費
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

対
馬
市
で
は
こ
の
義
務
的
経
費
が

１
５
４
億
７
、
７
９
９
万
円
で
全

体
の
48
・
６
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
比
率
が
大
き
い
ほ
ど
財
政
健

全
化
を
図
る
場
合
の
大
き
な
障
害

と
な
り
ま
す
。

　
建
設
工
事
な
ど
将
来
に
残
る
も

の
に
支
出
さ
れ
る
投
資
的
経
費
は

63
億
2
、
8
8
1
万
円
で
全
体
の

19
・
9
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
　

光
熱
水
費
、
旅
費
、
通
信
運
搬
費

な
ど
の
物
件
費
は
37
億
３
０
３
万

円
（
11
・
6
%
）
、
各
種
団
体
へ

の
補
助
金
な
ど
の
補
助
費
等
は
32

億
５
、
９
８
７
万
円
（
10
・
2
%
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
使
わ
れ
た
お
金
を
目
的
別
（
グ

ラ
フ
②
）
に
分
類
す
る
と
、
総
務

費
が
ト
ッ
プ
で
69
億
７
、
７
４
１

万
円
（
21
・
９
%
）
、
次
い
で
公

債
費
67
億
１
、
３
６
９
万
円
（
21

・
１
%
）
、
民
生
費
58
億
８
、
１

６
８
万
円
（
18
・
５
%
）
、
衛
生

費
32
億
９
、
７
３
３
万
円
（
10
・

3
%
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
目
的
別
の
主
な
事
業
は
表
①
の

と
お
り
で
す
。

グラフ③

公債費�
67億1,369万円�
（21.1%）�

人件費�
56億7,674万円�
（17.8%）�

扶助費�
30億8,756万円�
（9.7%）�

普通建設事業費�
61億8,094万円�
（19.4%）�

災害復旧事業費�
1億4,787万円�
（0.5%）�

物件費�
37億303万円�
（11.6%）�

補助費等�
32億5,987万円�
（10.2%）�

繰出金�
16億3,252万円��
（5.1%）�

維持補修費�
7,321万円�
（0.2%）�

投資出資貸付金�
8,412万円�
（0.3%）�

積立金　13億1,743万円�
（4.1%）�
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CATV施設整備事業(14億5,568万円)、地籍調査(2億9,371万円)、
バス路線補助(1億2,136万円)、移動通信用鉄塔施設整備事業
(6,952万円）、市営有償バス運行事業（1,612万円）、国際交流イ
ベント事業（1,346万円）、旧上対馬町役場庁舎解体事業（3,366
万円）、ジェットフォイル航路再生支援事業（2,500万円）、新規
ビジネス応援事業（1,820万円）

市債元金(58億4,249万円)、市債利子(8億7,085万円)

生活保護費支給事業（13億9,421万円）、児童手当支給事業（2
億4,045万円）、保育所運営事業（5億6,077万円）、へき地保育
所運営事業（2億3,841万円）、養護老人ホーム入所措置費（2億
301万円）、自立支援給付事業（5億369万円）、児童扶養手当支
給事業（1億8,573万円）、社会福祉協議会補助(1億1,953万円)

合併処理浄化槽設置事業補助(1,789万円)、斎場建設事業（2億
4,338万円）、使用済自動車等海上輸送費補助（670万円）、漂流・
漂着ごみ対策事業（1,122万円）、久田最終処分場適正閉鎖対策
事業（3,952万円）、し尿処理施設解体事業（2,101万円）

漁港整備事業(4億5,090万円)、漁港関連道整備事業（4億570
万円）、離島漁業再生支援交付金(3億410万円)、林道整備事業
(9,479万円)、対馬しいたけ復活プラン総合対策支援事業（2,376
万円）、鳥獣被害対策事業（1億3,626万円)、経営構造改善事業（2
億8,714万円）

離島留学生ホームステイ費補助（324万円）、へき地児童生徒
援助事業（1,441万円）、幼稚園事業（1億3,720万円）、対馬藩主
宗家墓所保存整備事業（4,067万円）、文化財看板・標柱設置事
業（791万円）

道路補助事業（5億8,006万円）、道路起債事業（1億1,761万円）、
まちづくり交付金事業（1億3,935万円）、住宅整備事業（1億
319万円）、港湾整備事業（1億3,493万円）、街なみ環境整備事
業（3,677万円）、急傾斜地崩壊対策事業（1,300万円）

消防ポンプ自動車購入事業（1,056万円）、小型動力ポンプ付積
載車購入事業（443万円）、小型動力ポンプ購入事業（1,571万円）、
消防格納庫改修事業（1,124万円）

道路災害(7,124万円)、河川災害(4,443万円)、林道施設災害
(2,593万円)、農地農業用施設災害（628万円）

観光施設整備事業（165万円）、地方の元気再生事業（653万円）、
消費拡大流通地域振興促進事業（3,897万円）、対馬特産品PR
事業（320万円）、観光地環境整備事業（776万円）

旅客定期航路事業特別会計繰出金(646万円)

平成21年度  主な事業 （表①）

総務費�

公債費�

民生費�

衛生費�

農林水�
産業費�
�

教育費��

土木費��

消防費�

災害復�
旧　費�

商工費�

諸支出金�

70�

60�

50�

40�

30�

20�

10�

0
公
　
債
　
費�

億円�

農
林
水
産
業
費�

教
　
育
　
費�

民
　
生
　
費�

衛
　
生
　
費�

総
　
務
　
費�

土
　
木
　
費�

消
　
防
　
費�

災
害
復
旧
費�

そ
　
の
　
他�

商工費 5億5,546万円�
議会費 1億7,420万円�
諸支出金 　  646万円�

1億4,787万円�

69億7,741万円�

67億1,369万円�

58億8,168万円�

32億9,733万円�
30億7,238万円�

23億4,068万円�

18億3,678万円�

8億7,304万円�

グラフ②



　
公
共
施
設
や
道
路
を
整
備
す
る

た
め
の
借
入
金
を
市
債(

表
③)

と

い
い
ま
す
。
21
年
度
は
41
億
１
、

７
７
０
万
円
を
借
り
入
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
う
ち
合
併
後
10
年
間
借

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
合
併
特

例
債
は
23
億
５
、
２
２
０
万
円
で

し
た
。
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た

事
業
は(

表
④)

の
と
お
り
で
す
。

　
市
債
の
21
年
度
末
残
高
は
、
前

年
度
末
よ
り
約
17
億
円
減
少
し
、

５
５
７
億
９
、
１
８
０
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

市
債
市
債
市
債

特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算

特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算

特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算

　
特
別
会
計
・
企
業
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
、
そ
の
事
業

だ
け
に
特
定
の
収
入
を
充
て
る
た
め
一
般
会
計
と
区
別
し
て
い
る
会
計
で

す
。
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
の
状
況
は
（
表
⑤
）
の
と
お
り
で

す
。

　
基
金
（
表
②
）
と
は
貯
金
の
こ

と
で
、
市
に
は
、
財
政
事
情
の
変

動
や
災
害
な
ど
に
よ
り
財
源
不
足

が
生
じ
た
と
き
に
不
足
額
を
補
う

た
め
の
財
政
調
整
基
金
、
市
債
（
借

入
金
）
の
償
還
の
財
源
に
充
て
る

た
め
の
減
債
基
金
、
公
共
施
設
整

備
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の
振
興

基
金
、
そ
の
他
、
特
定
の
目
的
の

た
め
に
使
う
各
種
基
金
が
あ
り
ま

す
。
　
基
金
全
体
で
の
21
年
度
末

残
高
は
、
前
年
度
末
よ
り
約
14
億

円
増
え
て
、
66
億
７
、
７
７
４
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
金
基
金
基
金
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合併特例債活用事業�

　 事 　 　 　 業 　 　 　 名 　

ＣＡＴＶ施設整備事業

合併振興基金積立事業

漁港等整備事業

斎場建設事業

まちづくり交付金事業

県営道路整備事業負担金

県営港湾事業負担金

県営都市計画街路整備事業負担金

厳原港整備事業

対馬藩宗家墓所保存整備事業

県営急傾斜地崩壊対策事業負担金

県営漁港等整備事業負担金

中村地区街なみ環境整備事業

県営中山間地域総合整備事業負担金

　　　合　　　　　計

　合併特例債額

　10億7,510万円

4億7,500万円

3億7,810万円

2億3,120万円

5,600万円

2,420万円

2,310万円

1,890万円

1,730万円

1,530万円

1,440万円

1,140万円

860万円

360万円

23億5,220万円

（表④）

企業会計（水道事業）決算状況�
区 　 　 分
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

　　金　　　額　　
2億 3 , 9 4 0万円
2億 2 , 5 4 1万円

2 , 5 0 6万円
1億 4 , 3 2 1万円

※資本的収入に対して支出で
不足する1億1,815万円は、
当年度分損益勘定留保資金
などから補てんしました。

（表⑤-2）

（表⑤-1）特別会計決算状況�
　　　 会　　計　　名
診療所特別会計
国民健康保険特別会計
介護保険地域支援特別会計
老人保健特別会計
介護保険特別会計
特別養護老人ホーム特別会計
簡易水道事業特別会計
集落排水処理施設特別会計
旅客定期航路事業特別会計
風力発電事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
公共用地先行取得特別会計
　　　　合　　　計

歳　　入 　
3億7,062万円

55億7,932万円
1億2,377万円

321万円
31億892万円
6億4,961万円

11億7,047万円
2,479万円
3,688万円
4,566万円

3億1,521万円
1億5,900万円

115億8,746万円

歳　　出 　
3億6,892万円

55億1,518万円
1億1,383万円

201万円
30億9,811万円

6億1,685万円
11億4,021万円

2,239万円
3,654万円
4,557万円

3億1,493万円
1億5,900万円

114億3,354万円

歳入歳出差し引き
170万円

6,414万円
994万円
120万円

1,081万円
3,276万円
3,026万円

240万円
34万円

9万円
28万円

0円
1億5,392万円

　　　名　　　称

市債年度末現在高(一般会計)

1人あたりの市債(借金)の残高

平成20年度末現在高

575億1,659万円

158万円

平成21年度末現在高

557億9,180万円

157万円

増減額　　

△17億2,479万円

△1万円

（表③）市債の状況（一般会計）�

　　　名　　　称

◎財政調整基金

◎減債基金

◎振興基金

◎まちづくり基金

◎合併振興基金

◎土地開発基金

◎その他の基金（15基金）

　　　合　　　計

1人あたりの基金(積立金)の残高

平成20年度末現在高

8億8,580万円

11億9,390万円

6億6,150万円

10億円

0円

8億1,559万円

7億423万円

52億6,102万円

14万円

平成21年度末現在高

10億6,930万円

15億7,734万円

6億5,680万円

10億円

5億円

8億1,642万円

10億5,789万円

66億7,774万円

19万円

増減額　　

1億8,350万円

3億8,344万円

△470万円

0円

5億円

83万円

3億5,366万円

14億1,672万円

5万円

（表②）基金の状況（一般会計）�



対馬市人事異動�対馬市人事異動�対馬市人事異動�
※市民生活部 環境政策課内に自然環境推進室を新設�

12月31日付退職�
氏　　名� 　　　　旧　配　属�

氏　　名� 新　配　置� 旧　配　置�

1月1日付異動�

氏　　名� 新　配　置� 旧　配　置�

☆印は昇任

斉藤　正敏 建設部
理事

建設部
部長

主藤　繁明☆ 美津島地域活性化センター
部長

監査委員事務局から
出向

堀　義喜☆ 建設部
部長

建設部建設課
課長

松村　利宏☆ 建設部
次長兼建設課長

農林水産部
基盤整備課課長

平井　桂一 豊玉地域活性化センター
住民生活課課長

会計会計課
峰分室室長

永尾　榮啓 地域再生推進本部
理事

八坂　義久 福祉保健部北福祉保健センター
所長

多田　壯一 峰地域活性化センター地域支援課
課長

八坂　マチヨ 観光物産推進本部
参事

梯　克彦 消防本部通信課
課長

地域再生推進本部
本部長

近藤　義則 地域再生推進本部
本部長

市民生活部
部長

阿比留 勝也☆ 地域再生推進本部
副本部長

地域再生推進本部
参事兼課長補佐

伊賀　敏治☆ 地域再生推進本部
参事兼係長

総務部財政課
副参事兼係長

豊田　充 観光物産推進本部
副本部長

地域再生推進本部
副本部長

桐谷　雅宣☆ 総務部
次長兼総務課長

総務部総務課
課長

平江　俊哉 総務部管財課
課長

観光物産推進本部
副本部長

西村　圭司 総務部財政課
参事兼課長補佐

建設部管理課
参事兼課長補佐

長郷　泰二 市民生活部
部長

美津島地域活性化センター
部長

荒木　静也☆ 市民生活部環境政策課
自然環境推進室室長

地域再生推進本部
参事兼課長補佐

糸瀬　良久 福祉保健部理事
（医師確保・新病院建設用地・特定健診担当）

会計管理者兼会計課長

杉原　要☆ 福祉保健部北福祉保健センター
所長

福祉保健部 南福祉保健センター
参事兼課長補佐

佐伯　廣教☆ 農林水産部基盤整備課
課長

農林水産部 基盤整備課
参事兼課長補佐

玖須　博一 市民生活部環境政策課
自然環境推進室副参事兼係長

市民生活部環境政策課
副参事兼係長

大川　昭敬 峰地域活性化センター
部長（地域支援課長事務取扱）

峰地域活性化センター
部長

中村　正喜 峰地域活性化センター
住民生活課課長

豊玉地域活性化センター
住民生活課課長

武田　延幸 上県地域活性化センター
理事

上県地域活性化センター
部長

永留　秋廣☆ 上県地域活性化センター
部長

農業委員会事務局から
出向

長久　敏一☆ 会計管理者兼会計課長 総務部管財課
課長

志田　博俊☆ 次長兼総務課長 総務課
課長

橘　英次 監査委員事務局へ
出向

南地区教育事務所長
兼つしま図書館長

永留　秋廣 市長部局へ出向 事務局長

阿比留　保 事務局長 市長部局から出向

主藤　繁明 市長部局へ出向 事務局長

橘　英次 事務局長 教育委員会事務局から
出向

八坂　一義☆
次長兼南地区教育事務所長兼厳原地区生涯
学習センター所長兼厳原地区公民館長
兼つしま図書館長

厳原地区生涯学習センター所長
兼厳原地区公民館長

城崎　喜信☆ 会計課峰分室
室長

美津島地域活性化センター
住民生活課
参事兼課長補佐

建設部�

美津島地域活性化センター�

豊玉地域活性化センター�

峰地域活性化センター�

上県地域活性化センター�

会計課�

地域再生推進本部�

観光物産推進本部�

総務部�

市民生活部�

福祉保健部�

農林水産部�

広報つしま11

教育委員会事務局�

農業委員会事務局�

監査委員事務局�
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選挙管理委員会からのお知らせ�選挙管理委員会からのお知らせ�

　２月28日に任期満了を迎える対馬市農業委員会委員の一般選挙は、農業委員会の区域を２つに分
け、次の選挙区で行われます。�

　「離島人材育成基金助成事業」は、離島住民の自主的な島づくり活動をバッ
クアップするための助成事業です。�
　自分達の住む島の将来を自ら真剣に考え、自ら意欲的に行動する人材の育
成を目的に、財団法人日本離島センターでは全国的に助成事業を行っています。�

■助成対象事業は以下の事業で、離島の人材育成のための事業とします。�
　（１）離島の産業振興に係る事業�
　（２）離島の生活・文化・福祉の向上に係る事業�
　（３）他地域との交流推進に係る事業�
　（４）その他人材育成に必要な事業�
�■応募できる事業は、自ら新たに取り組む事業とします。�
　※既存の事業や、運動会・祭り・盆踊りなどの毎年の通常の行事、政治・宗教・営利を目的とする事
　　業は対象となりません。�
　※国または都道府県から補助金を受けている事業、または受けようとしている事業は応募できません。�
�■応募の締め切りは、平成23年２月14日（月）まで�
�■「離島人材育成基金助成事業」の活用をご希望される方は、募集要項のパンフレットをお渡しいたし
　ますので、対馬市役所地域再生推進本部または各地域活性化センター地域支援課までご連絡下さい。�

対馬市農業委員会委員一般選挙�
投票日は、平成23年２月17日（木）を予定�

選　挙　区�

第１選挙区�

第２選挙区�

定　数�

12人�

８人�

その区域�

厳原町・美津島町・豊玉町�

峰　町・上県町・上対馬町�

■投票予定日・・・・・・・・２月17日（木）　　　　　　■告示予定日・・・・２月10日（木）�
■投票時間（予定）・・・・７時から18時まで�
■投票できる人・・・・・・農業委員会委員選挙人名簿（平成22年３月31日調製）に登録されている人。�

■期日前投票・・・・・・・・投票日当日、何らかの理由で投票所に行って投票できない人は、期日前投票ができます。�
　　　　　　　　　　期日前投票は、対馬市役所本庁及び各地域活性化センターにおいて行うことができますが、�
　　　　　　　　　　各期日前投票所での投票は、各地域活性化センター管内の選挙人名簿に登録せれている人�
　　　　　　　　　　に限られます。（例：上対馬地域活性化センター管内に登録されている人は、上対馬地域�
　　　　　　　　　　活性化センターのみでの期日前投票ができ、その他の地域活性化センターにおいては、期日�
　　　　　　　　　　前投票はできませんので、ご注意ください。）�
　　　　　　　　　　★投票できる期間　２月11日（金）から２月16日（水）　８時30分から20時まで�
■不在者投票・・・・・・・・投票日当日に病院などに入院されている人や用務などで市外にいる人は不在者投票を請�
　　　　　　　　　　求することができます。詳しくは、市選管、各地域活性化センター選挙担当にお尋ねください。�
　　　　　　　　　　★不在者投票のできる期間　２月11日（金）から２月16日（水）まで�

（満20歳以上で市内に住所があり、10アール以上の農地を耕作している人とその家族で年間60日�
以上耕作に従事する人）�

※不在者投票は、投票日当日、投票所の開いている時間までに指定投票区に到着しなければなりま�
　せんので、余裕をもって請求してください。�

■投票所入場券・・・・・・告示のあった日に投票所の入場券を送付しますので、入場券に記載されている投票所で�
　　　　　　　　　　投票してください。�

【問い合わせ】 対馬市選挙管理委員会  ☎0920（53）6111 又は各地域活性化センター内  選挙担当まで�

【問い合わせ】　地域再生推進本部　☎0920（53）6111

平成23年度�

あなた自身のアイディアと力を試してみませんか?


